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お問合せ先：

より効率的で，質の高い医療・介護サービス提供のために
Vol. 40

『MMWIN』，『みんなのみやぎネット』は，一般社団法人みやぎ医療福祉情報ネットワーク協議会の登録商標です。

１．病診連携について活用事例を教えてください
　私は，地域の皆さまに信頼される「かかりつけ医」を目指して，幅広い患者さんと
関わってきました。それぞれの患者さんが抱えている状態や問題は千差万別で，その
都度，試行錯誤しながら診察をしております。ある時，長年にわたり慢性疾患を持っ
ている患者さんが，外出先で倒れられ，仙台医療センターへ搬送されました。そして，
これまで管理していた慢性疾患の関連ではなく，新たに脳神経系の疾患が見つかりま
した。現在は，MMWINにて仙台医療センターでの診療の様子を確認しながら従来の
慢性疾患の治療にも新たな疾患の影響などを考慮して対応しております。

２．診療情報システムにコミュニケーション機能が追加される予定です
　　どんなことに活用できそうですか？
　今まで，あまり連携をしたことのない診療科の先生とのやり取りにMMWINを活用
することで，作業時間や通信時間の短縮に加え，さまざまな情報を共有することも可
能になると思います。
　機能によって従来の作業量や時間を削減できると思います。まず，MMWIN上での
文書連絡ができれば，FAXでやり取りをしている病院地域連携室との間での事務処理，
例えば，診察，検査や入院などの予約の手間や時間が削減できるのではないかと思い
ます。次に，チャットなどの機能があれば，調剤薬局とのコミュニケーションに使え
ると思います。患者さんによっては，誤薬や服薬状況が心配になるケースがあります
ので，チャットでリアルタイムにやり取りができれば，電話やFAXより問い合わせや
すく，またスタッフの負担も軽減できると思います。また，掲示板のような機能がで
きれば，医療関係者同士のコミュニティにも活用できると思います。症例相談や専門
領域の情報交換，匿名での診療相談などを，特にセキュリティが担保されている
MMWIN環境では，実現可能なことだと思います。そして，新たにできたコミュニティ
での勉強会やセミナーなどのイベントにも発展するかもしれません。
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